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視
点
・
論
点
④

宜
野
湾
市
長
選
敗
北
か
ら
考
え
て
い
る
こ
と　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
英
夫

　

先
日
の
宜
野
湾
市
長
選
の
結
果
は
、本
紙
読
者
な
ら
ば
、ご
存
知
だ
ろ
う
。こ
の
件
に
つ
い
て
、

私
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
書
き
留
め
る
。
こ
の
選
挙
は
、
現
職
の
安
里
猛
市
長
が
病
気
療
養
を

理
由
に
、
昨
年
末
に
、
辞
職
を
表
明
。
こ
れ
に
、
待
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り
に
立
候
補
し
た
の

が
、
自
民
党
の
佐
喜
眞
淳
候
補
。
こ
れ
に
対
抗
し
て
、
一
月
九
日
、
伊
波
洋
一
候
補
が
、
革
新

統
一
で
、
返
り
咲
き
を
狙
っ
た
。

　

佐
喜
眞
候
補
は
、
県
議
で
あ
り
、
こ
の
六
月
の
選
挙
の
準
備
に
入
っ
て
い
た
。
出
遅
れ
た
の

は
伊
波
候
補
だ
っ
た
。
そ
の
う
え
、返
り
咲
き
（
一
〇
年
秋
の
県
知
事
選
で
辞
職
）
で
も
あ
り
、

不
利
だ
っ
た
。
し
か
し
、選
挙
戦
も
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
沖
縄
タ
イ
ム
ス
は
、「
伊
波
、先
行
」（
二

月
五
日
）
と
し
、
現
に
伊
波
有
利
の
ム
ー
ド
も
あ
が
っ
て
い
く
。
し
か
し
結
果
は
九
〇
〇
票
差

の
敗
北
。

　

こ
の
九
〇
〇
票
差
は
数
字
ほ
ど
小
差
で
は
な
い
。
伊
波
・
安
里
は
（
革
新
市
政
が
二
七
年
続

い
た
）、
基
地
撤
去
に
む
け
た
訴
え
を
繰
り
返
し
、
街
づ
く
り
な
ど
で
も
実
績
を
あ
げ
て
き
た
。

ま
た
、
二
月
初
め
、
国
会
で
、
沖
縄
防
衛
局
（
防
衛
省
）
の
組
織
ぐ
る
み
の
選
挙
介
入
が
暴
露

さ
れ
た
。
こ
れ
で
伊
波
が
一
挙
に
有
利
に
な
っ
た
は
ず
だ
。

　

野
田
政
権
は
、
こ
の
選
挙
介
入
（
自
衛
隊
員
・
職
員
、
家
族
・
親
戚
へ
の
選
挙
講
話
。
真
部

沖
縄
防
衛
局
長
は
、
誰
に
入
れ
ろ
と
は
名
言
し
て
い
な
い
と
、
釈
明
。
し
か
し
、
勤
務
時
間
内

に
多
数
を
集
め
た
選
挙
講
話
。
暗
に
、
誰
と
な
る
の
は
明
き
ら
か
だ
）
を
し
た
局
長
を
更
迭
す

ら
し
な
か
っ
た
。
選
挙
前
に
更
迭
し
た
ら
、
却
っ
て
選
挙
に
マ
イ
ナ
ス
と
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
。

居
直
り
き
っ
た
の
だ
。
そ
し
て
二
月
四
日
に
沖
縄
タ
イ
ム
ス
が
報
じ
た
、「
米
政
府
、
辺
野
古

案
断
念
！
」
は
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
（
特
に
グ
ア
ム
移
転
と
辺
野
古
移
設
パ
ッ
ケ
ー
ジ
論

を
破
棄
と
）。
し
か
し
日
本
政
府
は
、
こ
れ
を
待
っ
て
い
た
か
の
よ
う
に
、
日
米
の
審
議
官
級

会
談
を
繰
り
返
し
、
二
〇
〇
五
年
の
「
米
軍
再
編
」（
二
〇
一
〇
年
五
月
の
辺
野
古
移
設
の
再

確
認
）
の
破
産
を
取
り
繕
い
、
嘉
手
納
以
南
の
先
行
返
還
論
な
ど
を
垂
れ
流
し
た
。

   

こ
う
し
た
「
混
乱
」
が
、
佐
喜
眞
に
有
利
に
働
い
た
よ
う
だ
。
ど
ち
ら
が
な
っ
て
も
、
普
天

間
返
還
は
難
し
い
、と
。
な
ら
ば
、若
く
、「
チ
ェ
ン
ジ
」を
叫
ぶ
彼
が
良
い
と
。
私
は
、こ
の「
チ
ェ

ン
ジ
」
が
決
定
的
な
意
味
を
も
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
読
ん
で
い
る
。
彼
の
「
チ
ェ
ン
ジ
」
を

私
も
直
接
聴
い
た
が
、
中
身
が
曖
昧
で
、
魅
力
的
と
は
思
え
な
い
。
単
な
る
イ
メ
ー
ジ
戦
術
だ
。

　

こ
こ
で
二
つ
の
問
題
が
あ
る
。伊
波
は
基
地
交
付
金
等
の
国
の
お
墨
付
き
を
基
本
的
に
断
り
、

自
主
財
源
を
創
り
出
し
て
き
た
。
他
方
の
佐
喜
眞
は
、
基
地
交
付
金
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
市

民
の
生
活
財
源
に
す
る
と
。
こ
の
決
定
的
な
対
立
点
を
伊
波
陣
営
は
、
批
判
し
た
が
、
十
分
に

有
権
者
に
届
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
、
基
地
の
中
を
借
用
し
て
い
る
市
役
所
前
の
駐
車
場
、

野
球
場
の
返
還
な
ど
も
、
要
求
す
べ
き
だ
っ
た
ろ
う
。
市
民
が
使
い
、
米
軍
が
使
っ
て
い
な
い

場
所
は
、
返
還
し
て
当
然
だ
か
ら
だ
。
ま
た
、
基
地
が
ら
み
財
政
が
も
た
ら
す
非
を
具
体
的
に

暴
露
す
べ
き
だ
っ
た
。

　

も
う
一
点
。
市
民
の
中
に
澱
の
よ
う
に
潜
ん
で
い
る
、「
右
旋
回
待
望
」
ム
ー
ド
を
軽
視
し

た
こ
と
だ
。
沖
縄
と
い
え
ど
も
、街
中
の
本
屋
は
「
日
本
」
の
本
屋
に
並
ぶ
よ
う
な
「
右
翼
本
」

を
ど
ん
ひ
ゃ
ら
並
べ
て
い
る
。
幸
福
の
科
学
は
選
挙
の
度
に
公
然
と
活
動
し
て
い
る
し
、
沖
縄

各
所
に
立
派
な
会
館
を
建
て
て
い
る
。
大
江
・
岩
波
裁
判
の
策
動
（
判
決
は
否
と
し
た
が
）
や

八
重
山
の
右
派
教
科
書
の
採
択
（
竹
富
町
は
拒
否
。
別
を
採
択
）
な
ど
、
あ
の
沖
縄
の
歴
史
を

つ
ぶ
そ
う
と
す
る
策
動
は
、
続
い
て
い
る
。
さ
ら
に
沖
縄
防
衛
協
会
の
活
動
は
、
軽
視
で
き
な

い
。与
那
国
島
に
自
衛
隊
駐
屯
地
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
動
き
は
、こ
の
防
衛
協
会
が
音
頭
を
と
っ

て
い
る
。
彼
ら
は
、
土
建
業
者
も
だ
が
、
自
衛
隊
員
・
家
族
が
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
と
そ
の
家
族
も
含
め
れ
ば
、
侮
れ
な
い
数
だ
。

　

因
み
に
、
佐
喜
眞
は
、「
日
本
会
議
」
の
メ
ン
バ
ー
だ
と
ウ
エ
ブ
に
も
自
ら
書
き
込
ん
で
い

る
男
だ
。
こ
の
選
挙
結
果
を
聞
い
た
改
憲
派
は
、
大
喜
び
し
た
こ
と
だ
ろ
う
（
ク
ソ
!!
）。

　

こ
う
書
く
と
お
前
は
何
を
し
て
い
る
と
、
言
わ
れ
よ
う
。
先
ず
は
、
東
京
で
写
真
展
を
開
催

す
る
。　

 

山
本
英
夫
写
真
展
『
沖
縄
　
基
地
の
重
圧
を
ゆ
る
が
す
』

　

日　

時　

五
月
五
日
〜
一
三
日　

一
一
時
〜
一
九
時
（
最
終
日
一
七
時
）

　

会　

場　

パ
オ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
東
京　

東
中
野
）

　

問
い
合
わ
せ

　
　

０
３
（
５
９
９
６
）
０
７
７
９
／
メ
ー
ル
：photoyam

am
oto@

am
ail.plala.or.jp

　

二
〇
一
二
は
沖
縄
が
「
日
本
復
帰
40
年
」。
だ
か
ら
こ
そ
、
歴
史
を
振
り
返
り
、
今
、
こ
の

時
の
基
地
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
し
て
基
地
の
重
圧
を
ゆ
る
が
そ
う
と
努
力
さ
れ
て

い
る
人
々
の
姿
を
活
写
し
た
い
。
沖
縄
に
か
か
わ
り
続
け
、
沖
縄
差
別
と
安
保
体
制
と
向
き
合

う
・
闘
う
写
真
を
ど
う
か
ご
覧
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
私
達
の
問
題
だ
と
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

（
や
ま
も
と
・
ひ
で
お
／
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
）




